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所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
を
行
い
ま

す
。
税
務
署
か
ら
案
内
ハ
ガ
キ
が
届
い

た
人
や
確
定
申
告
の
必
要
の
あ
る
人
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー(

大
谷
６
―
24)

日
程

２
月
19
日
d
〜
３
月
５
日
d

※
　
土
・
日
・
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

申
告
書
の
配
布
場
所

税
務
署
、
市
役

所
税
務
課
、
西
出
張
所(

い
き
い
き

プ
ラ
ザ
内)

確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
人

○
平
成
14
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
人

○
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
給
与
の
年
収
が
２，

０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

▽
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人

注
意

▽
土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

は
、
直
接
、
筑
紫
税
務
署
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
書
い
て

直
接
、
税
務
署
に
郵
送
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

▽
確
定
申
告
で
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
所
得
税
の
納
期
限
は
、
３
月
17
日

b
で
す
。
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

※

納
税
に
は
、
便
利
な
「
振
替
納
税
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
、
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
場

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ

ー
▽
市
役
所
２
０
８
会
議
室
、
大
会
議
室

※
　
日
に
よ
っ
て
会
場
が
変
わ
り
ま
す
。

日
程

２
月
17
日
b
〜
３
月
17
日
b

※
　
土
・
日
曜
日
は
休
み
で
す
。

申
告
書
の
配
布
場
所

市
役
所
税
務

課
、
西
出
張
所(

い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内)

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
人

▽
平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
、
春
日
市

内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
平
成
14

年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人

▽
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
と
そ
の
世

帯
主

注
意

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
、
ま

た
は
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
な
い

人
で
勤
務
先
か
ら
す
で
に
給
与
支
払

報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
書
い
て

直
接
、
市
役
所
に
郵
送
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

▽
所
得
が
分
か
る
書
類(

給
与
や
年
金

の
源
泉
徴
収
票
な
ど)

▽
控
除
に
必
要
な
書
類

▽
印
か
ん

▽
本
人
名
義
の
預
金
口
座
が
分
か
る
も

の(
還
付
金
が
あ
る
と
き)

本
人
や
、
本
人
と
生
計
を
一
に
し
て

い
る
配
偶
者
や
親
族
な
ど
の
社
会
保
険

料
や
医
療
費
な
ど
で
平
成
14
年
中
に
支

払
っ
た
額
は
、
所
得
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

▽
社
会
保
険
料
控
除
の
場
合

「
社
会
保
険
料
の
領
収
書
」
ま
た
は

「
社
会
保
険
料
の
納
付
証
明
書
」、「
源

泉
徴
収
票
」

※

社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
る
の
は
、

国
民
健
康
保
険
税(

料
）、
介
護
保
険

料
、
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
年
金

基
金
の
掛
け
金
な
ど
で
す
。

▽
生
命
・
損
害
保
険
料
控
除
の
場
合

「
生
命
保
険
料
の
控
除
証
明
書
」「
損

害
保
険
料
の
控
除
証
明
書
」

▽
医
療
費
控
除
の
場
合

「
医
療
費
の
領
収
書
」「
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書
」

平
成
14
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

や
介
護
保
険
利
用
料
は
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
健

康
保
険
や
生
命
保
険
、
損
害
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を
除
き
ま

す
。

※

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
控
除

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
税
務
相
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
申
告
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
必
要

書
類
の
様
式
を
一
部
取
り
出
す(

ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド)

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【h
ttp
://w
w
w
.taxan

ser.n
ta.go

.jp

】
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所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
と
納
税
は
正
し
く
、
お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告
・
納
税
の
期
限
は
３
月
17
日
(月)
ま
で

医療費控除の対象となる主な医療費
u医師や歯科医師による治療や診療
u治療、療養のための医薬品の購入
u病院や診療所、介護老人保健施設、介護療養型医療施
設の入院(入所)に係る費用

u治療のためのあんま、マッサージ、はり、きゅう、柔
道整復師などによる施術

u保健師や看護師などによる療養
u指定介護老人福祉施設サービスの介護費および食費と
して支払った金額の２分の１相当額

u介護保険制度による一定の居宅サービスの自己負担額
u通院費用や入院の部屋代、食事代などで通常必要なも
の

u義手、義足、松葉杖、義歯などの購入費用
u６か月以上寝たきりの人のおむつ代で、医師または市
が発行した｢おむつ使用証明書｣とおむつ代の領収書の
あるもの
※ 昨年もおむつ代の医療費控除を受けた人で、平成14
年中に書かれた主治医意見書で｢障害老人の日常生活自
立度｣が｢Ｂ｣か｢Ｃ｣判定で、｢尿失禁発生の可能性｣があ
る人は、今年から市が発行する無料の証明書でも認め
られることになりました。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

申
告
に
必
要
な
も
の

所
得
控
除
を
す
る
場
合

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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日　程�

申告会場�

所
得
税
の�

確
定
申
告�

ふれあい文化センター�
ギャラリ－�

ふれあい文化センター�
ギャラリ－�

筑紫税務署�

大会議室�
市役所�

208�
会議室�
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18

火�

19

水�

20

木�

21

金�

22

土�

23

日�月�火�水�木�金�土�日�月�火�水�木�金�土�日�月�火�水�木�金�土�日�月�

24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

所得税の確定申告と市・県民税申告の受付会場と日程�

市
・
県
民
税
申
告�

受付時間�
会　　　場� 受　　付　　時　　間�

9：30～11：30、13：00～15：30

9：00～11：30、13：00～16：00

9：00～11：30、13：00～16：00

ふれあい文化センター ギャラリー�

市役所（大会議室・208会議室）�

筑紫税務署�

※ 会場は、大変混雑します。日によっては、3時間
程度お待ちいただく場合がありますので、時間に余
裕を持ってお越しください。

還
付
申
告
の
み
の
場
合
は
、
す
で
に
税
務
署
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
還
付
申
告
を
行
え
ば

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
自
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
人

▽
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

▽
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人

▽
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
人

※

還
付
金
の
受
け
取
り
は
口
座
振
込
を
お
願
い
し
ま

す
。
申
告
の
際
は
、
預
金
通
帳
か
金
融
機
関
名
、
口
座

番
号(

本
人
名
義)

の
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

所
得
税
の
還
付
申
告
の
み
を
受
け
付
け
る
「
集
中
還
付

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
税
務
署
の
管

轄
に
関
係
な
く
だ
れ
で
も
申
告
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
３
日
b
〜
３
月
17
日
b

（
平
日
の
み
）

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

大
同
生
命
ビ
ル
６
階

(

福
岡
市
中
央
区
西
中
洲
12
―
33
）

●
�

昭
和
通
り�

●�

那珂川�

●�

●�
地
下
鉄
天
神
駅�

西鉄福岡天神駅�

大同生命�
ビル�

●
�

福岡�
市役所�

アクロス福岡�

九銀福岡ビル�

至中洲川端�

至赤坂�

東
急
ホ
テ
ル�

中
央
郵
便
局�

問い合わせ先

Ｊ
Ｒ
天
拝
山
駅�

西
鉄
朝
倉
街
道
駅�

石
崎�
交
差
点�

立明寺�
交差点�

至
二
日
市�

至鳥栖�

至
福
岡�

県
道
１
１
２
号
線�

至
久
留
米�

●
�

�

　 　 　   　 ●�

県 道 31 号 線 　 福 岡 ・ 筑 紫 野 線�

筑
紫
税
務
署�

筑
紫
野�

消
防
署�

福
岡
大
学�

筑
紫
病
院�

筑紫税務署
〒818－0042
筑紫野市字立明寺６５５－４
�（923）１４００

春日公園�

Ｊ
Ｒ
春
日
駅�

光町交差点�

宝町交差点�
小倉バス停�

大土居交差点�
t至那珂川町

●スポーツセンター�

●いきいきプラザ�
（西出張所）�

至博多�

至二日市�

大谷小学校●�

●�春日小学校�

下白水警部交番●�

紅葉ヶ丘1�
交差点�

航空自衛隊�

春
日
市
役
所�

ふれあい�
文化センター�
ふれあい�
文化センター�

税務課市民税担当
〒816-8501  春日市役所
�（584）１１１１

市内申告会場位置図税務署位置図集中還付センター位置図

問い合わせ先

所
得
税
の
還
付
申
告

た
だ
今
受
け
付
け
中

集
中
還
付
セ
ン
タ
ー



病
児
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
・
学
童
入
所
説
明
会
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
共
働
き
な

ど
で
昼
間
保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
子

ど
も
た
ち(

主
に
小
学
１
〜
３
年
生
対

象)

が
、
放
課
後
を
安
全
で
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
市
が
設
置
し
た
施
設
で
す
。

こ
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
方
法
や
内

容
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
入
所
を
希
望
す
る
人
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
託
児
も
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
16
日
a

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
）

※

託
児(

無
料
、
予
約
不
要)

を
希
望

す
る
人
は
、
午
前
９
時
40
分
ま
で
に

来
て
く
だ
さ
い
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
６
―
24)

対
象

初
め
て
入
所
を
希
望
す
る
小
学

生
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先

▽
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

1(

581)

５
６
１
４

▽
学
童
保
育
連
合
会
事
務
局

1(

581)

１
９
０
６(

5
兼
用)

学
童
保
育(

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ)

入
所
説
明
会

「子どもが病気になったが、どうしても仕事を休めな
い」、「もう病気はよくなりかけているけれど、保育所や
幼稚園、小学校に復帰させるにはまだ不安がある」
そんな時、安心して子どもを預けられる「病児デイケ

アセンターかすが」が１月６日にオープンしました。
保護者の子育てと仕事の両立を支援するため、市が初

めて設置した通所施設で、病状の経過観察や急変にも対
応できるよう、小児科医院に併設されています。

○どのような施設？
保育所(園)と同じように保育士が保育し、定期的に医師と看

護師が巡回します。

なお、病状が急変した場合など、必要に応じて医療行為(有

料)を行うことがあります。

また、ミルクや昼食、おやつ、おむつなどを実費で利用する

ことができます。

○利用の際に必要なものは
保険証、乳幼児医療証、母子手帳、着替え、昼食、ミルクな

どのほか、治療中の場

合は、薬とその医師に

病名、病状、投薬の状

況を記入してもらった

「医師連絡票」を提出

してください。

※ 詳しくは、お問い合

わせください。

○利用の申し込みは 前日の午後５時までに電話で予約してください。なお、当日でも、

空きがあれば利用することができます。午前８時20分以降に電話で確認してください。

○登録が必要です！ 利用するときは、事前に登録しておかなければなりません。市役所

のこども未来課で早めに手続きしておきましょう。

至
博
多�

JR春日駅�

春
日
市
役
所�

西鉄春日原駅�

春日原�
小学校�

至
福
岡�

至
二
日
市�

○預かってくれる子どもは？
病気回復期の生後91日目から小学校３年まで

の児童で、保護者が勤務の都合などで保育する

ことが困難な場合です。

○どこにあるの？
所在地 春日原東町３―36(横山小児科医院隣）

※ 新築の専用施設で、横山小児科医院に隣接し

ています。

問い合わせ先
u病児デイケアセンターかすが 1(501)7001 5(501)7039

u横山小児科医院 1(581)1203 5(501)6903

uこども未来課 1(584)1111 5(584)1142
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臨
時
・
嘱
託
職
員
募
集
・
な
る
ほ
ど
選
挙 ＡＡＡＡ

「
介
護
認
定
」

を
受
け
て
い
る
だ

け
で
は
、
自
宅
で

投
票
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
身
体
障
害
者
手
帳
」

ま
た
は
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
で
、
次
の
表
の
○

印
を
つ
け
た
障
害
の
程
度
に
該
当
す

る
人
は
、
郵
送
で
投
票
す
る
「
郵
便

投
票
」
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※

「
郵
便
投
票
」
は
、
あ
ら
か
じ

め
「
郵
便
投
票
証
明
書(

７
年
間

有
効)

」
が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ

ん
。
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
い

人
や
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
人

は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
選
挙
が
な
い
期
間
で
も

手
続
き
は
で
き
ま
す
。

ＡＡＡＡ

都
道
府
県
の

選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
す
る
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム

(

収
容
定
員
が
約

50
人
以
上
の
施
設)

な
ど
に
入
院

・
入
所
中
の
人
は
、
そ
の
施
設
で

「
不
在
者
投
票
」
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、
施
設
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

市
立
小
中
学
校

事
務
補
助
員(
臨
時
職
員)

登
録
者

随
時
登
録
を
受
け
付
け
、
欠
員
が
生

じ
た
時
点
で
、
登
録
者
の
中
か
ら
、
面

接
で
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

業
務
内
容

市
内
小
中
学
校
で
の
事
務

補
助

応
募
資
格

パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
る

人

採
用
期
間

２
か
月

勤
務
日
数

週
５
日(

月
〜
金
曜
日)

※

学
校
行
事
の
関
係
で
、
土
日
に
振

替
勤
務
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

賃
金

時
給
７
８
０
円

登
録
方
法

市
指
定
の
「
臨
時
職
員
登

録
申
込
書
」
ま
た
は
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
す
る

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３

市
立
中
学
校

給
食
管
理
員(

嘱
託
職
員)

業
務
内
容

給
食
に
関
す
る
管
理
・
出

納
業
務

募
集
人
員

６
人

応
募
資
格

パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
る

人

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
16
年
３

月
31
日

※
　
８
月
１
日
〜
31
日
は
休
み
で
す
。

勤
務
日
数

週
５
日(

月
〜
金
曜
日)

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

賃
金

月
額
15
万
１，

０
０
０
円

申
込
期
間

２
月
３
日
b
〜
21
日
f

面
接
日

３
月
４
日
c
〜
６
日
e

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
務
課

1(
584)
１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３

市
立
保
育
所

臨
時
・
嘱
託
職
員

市
立
保
育
所
の
臨
時
・
嘱
託
職
員
を

そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

各
若
干
名

応
募
資
格

▽
保
育
士
　
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
人

▽
調
理
員
　
調
理
師
ま
た
は
栄
養
士
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
人

▽
看
護
師
　
看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
人(

準
看
護
師
不
可)

※

看
護
師
は
、
嘱
託
職
員
の
み
と
な

り
ま
す
。

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
16
年
３

月
31
日(

１
年
間)

賃
金

▽
臨
時
職
員
　
日
額
６，

４
０
０
円
〜

▽
嘱
託
職
員
　
月
額
17
万
８，

４
０
０

円
〜

申
込
方
法

２
月
17
日
b
ま
で
に
、
市

指
定
の
「
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
」
ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
資
格
を
有
す
る
証
明(

免

許
書
な
ど)

の
写
し
を
添
え
て

提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来

課
保
育
所
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
２

国
保
訪
問
指
導

保
健
師(

嘱
託
職
員)

業
務
内
容

国
保
世
帯
や
老
人
医
療
受

給
者
へ
の
訪
問
指
導

募
集
人
員

１
人

応
募
資
格

保
健
師
の
資
格
と
普
通
自

動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
16
年
３

月
31
日(

１
年
間)

勤
務
日
数

週
５
日(

月
〜
金
曜
日)

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

賃
金

月
額
19
万
１，

６
０
０
円

申
込
方
法

２
月
17
日
b
ま
で
に
、
市

指
定
の
「
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
」
ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
師

免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出

す
る

※
　
採
用
は
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
１

※

事
務
補
佐
の
募
集
も
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
人
事
法
制
課

に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

市
臨
時
・
嘱
託
職
員
募
集

ＱＱＱＱ

私
の
母
は
寝
た
き
り
で
、

「
介
護
認
定
」
も
受
け
て
い

ま
す
。
投
票
す
る
方
法
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？

ＱＱＱＱ

病
院
に
入
院
中
で
す
が
、

投
票
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？

身
体
障
害
者
や
入
院
中
の
選
挙

市
内
の
施
設
に
勤
務
す
る
臨
時
・
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
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市
内
33
番
目
の
地
区
と
し
て
昨
年
４

月
に
誕
生
し
た
白
水
ヶ
丘
地
区
の
公
民

館
が
完
成
し
ま
し
た
。

２
階
建
て
の
こ
の
公
民
館
は
、
お
年

寄
り
や
障
害
者
も
使
い
や
す
い
よ
う
に

と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
理
室
や
子
ど

も
の
た
め
の
広
間
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
活
用
で
き
そ

う
で
す
。

白
水
ヶ
丘
地
区
の
自
治
会
長
で
あ
る

柴
籐
昭
満

し
ば
と
う
あ
き
み
つ

さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
上
白
水

地
区
の
公
民
館
を
利
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
遠
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
不
便
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
地
区
の
皆

さ
ん
の
交
流
も
盛
ん
に
な
る
で
し
ょ
う
」

と
新
し
い
公
民
館
で
の
地
区
活
動
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

△新しく完成した白水ヶ丘地区公民館

新
聞
の
見
出
し
に
目
が
留
ま
っ
た
。

「
誤
爆
で
市
民
死
亡
」

以
前
は
新
聞
す
べ
て
で
伝
え
ら
れ
た

同
時
多
発
テ
ロ
。
そ
の
後
の
米
軍
に

よ
る
空
爆
を
伝
え
る
記
事
は
、
ど
ん

ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
あ
の
事

件
に
お
け
る
本
当
の
被
害
者
は
、
一

体
だ
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。

空
爆
を
受
け
て
い
る
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
は
、
干
ば
つ
や
内
戦
の
続
く
貧

し
い
国
で
あ
る
。
難
民
は
増
え
続
け

る
一
方
だ
と
聞
い
た
。
た
び
た
び
テ

レ
ビ
番
組
で
特
集
が
放
送
さ
れ
て
い

る
が
、
人
間
の
暮
ら
す
環
境
だ
ろ
う

か
と
目
を
お
お
い
た
く
な
る
。
小
さ

な
子
ど
も
は
は
だ
し
で
乾
き
き
っ
た

地
の
上
を
走
る
。
水
さ
え
な
い
。
食

料
も
十
分
で
は
な
い
。
生
き
る
こ
と

が
精
一
杯
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私

の
日
本
と
、彼
ら
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。

本
当
に
、
同
じ
地
球
上
の
国
な
の
だ
ろ

う
か
。

番
組
の
中
で
、
一
番
強
く
私
の
印
象

に
残
っ
た
も
の
は
、
あ
る
小
さ
な
子
ど

も
の
映
像
だ
。
一
見
普
通
の
子
ど
も
と

変
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
の
子
の
人
格

は
壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

空
爆
の
あ
ま
り
の
恐
怖
の
た
め
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
小
さ
な
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
が
、
恐
怖
と
不
安
に
お
び
え
な
が

ら
生
き
て
い
る
の
だ
。
大
き
な
傷
を
心

に
負
い
、彼
ら
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
、

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
幸
せ
に
な
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
い
つ
も
思
う
。

「
彼
ら
の
人
権
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
」

生
ま
れ
た
国
や
身
分
、
人
種
な
ど
で

人
権
を
制
限
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
彼
ら
の
状
況
を
見
て

い
る
と
、
彼
ら
の
人
権
な
ど
、
だ
れ
の

頭
に
も
な
い
気
が
す
る
。
た
だ
で
さ
え

苦
し
い
生
活
を
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
彼

ら
を
、
何
の
罪
も
な
い
彼
ら
を
、
ど
う

し
て
攻
撃
す
る
の
だ
ろ
う
。
確
か
に
テ

ロ
で
米
国
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

何
の
罪
も
な
い
人
々
が
犠
牲
に
な
り
、

残
っ
た
も
の
は
悲
し
み
だ
け
だ
。
し
か

し
、空
爆
で
彼
ら
が
受
け
る
悲
し
み
は
、

そ
れ
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
で
は
、
弱
い
も
の
い
じ
め
と
変
わ
ら

な
い
気
が
す
る
。
攻
撃
は
憎
し
み
を
生

み
、
憎
し
み
は
攻
撃
を
生
む
。
そ
の
悪

循
環
の
中
で
大
切
な
の
は
、
自
分
と
相

手
の
人
権
を
考
え
る
こ
と
だ
と
私
は
思

う
。
人
間
は
人
形
で
は
な
い
。
一
人
ひ

と
り
顔
も
違
え
ば
夢
だ
っ
て
違
う
。
人

が
持
つ
人
権
を
す
べ
て
の
人
が
認
め
合

っ
て
こ
そ
、
世
界
は
平
和
に
仲
良
く
な

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

私
は
中
学
生
。
自
分
で
も
知
ら
な
い

う
ち
に
人
権
を
持
ち
、
人
権
に
守
ら
れ

て
生
き
て
い
る
。
世
界
の
こ
と
に
目
を

向
け
て
考
え
る
に
は
、
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
人
権
は
世
界

共
通
で
す
べ
て
の
人
々
が
持
つ
素
晴
ら

し
い
権
利
だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
る
。

人
権
の
お
か
げ
で
、
私
は
幸
せ
に
夢
を

追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か

ら
。
だ
が
、
私
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

人
々
を
見
て
、
世
界
に
は
そ
う
で
な
い

人
も
い
る
と
い
う
悲
し
い
事
実
を
知
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
の
中
学
生
は
、
自
分
の

幸
せ
を
当
た
り
前
の
も
の
と
思
っ
て
い

る
。
私
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
し
か
し
、

世
界
に
目
を
向
け
、
自
分
の
人
権
、
ま

わ
り
の
人
権
に
つ
い
て
少
し
で
も
考
え

る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
未
来
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
私
は
中
学
校
で
所
属
し

て
い
る
生
徒
会
を
通
し
て
、
募
金
活

動
を
始
め
た
。
み
ん
な
で
世
界
に
目

を
向
け
て
、
そ
し
て
人
権
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。
私
た
ち
の
気
持

ち
が
、
彼
ら
の
生
活
に
少
し
で
も
役

に
立
て
ば
と
願
い
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
。

私
た
ち
子
ど
も
も
、
知
る
べ
き
だ

と
思
う
。
私
た
ち
は
本
当
に
幸
せ
で

あ
り
、
そ
れ
は
人
権
が
与
え
て
く
れ

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。
世
界
の

ど
こ
か
に
は
、
空
爆
の
下
で
忘
れ
ら

れ
て
い
る
人
権
も
あ
る
と
い
う
こ
と

を
。
私
は
今
回
の
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
た
。

そ
し
て
思
っ
た
。
人
権
に
関
す
る
問

題
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

も
、
世
界
に
も
山
積
み
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
必
ず
減
ら
し
て
い

け
る
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

※

１
月
１
日
号
７
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
欄
の
記
事
中
、「
春
日
野
中

学
校
３
年
生
木
村
七
絵
さ
ん
」
は

春
日
南
中
学
校
の
誤
り
で
し
た
。

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会
優
秀
作
品

「
最
優
秀
特
別
賞
」

空
爆
の
下
の
人
権

春
日
南
中
学
校
３
年
木
村

き

む

ら

七
絵

な

な

え

さ
ん

待
望
の
公
民
館

が
完
成

白
水
ヶ
丘
地
区

中
学
生
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
福
岡
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
、
県
子
ど

も
の
人
権
専
門
委
員
会
が
募
集
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
市
内
の
中
学
生
の
作
文

を
６
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

人権イメージキャラクター

人KENまもる君



市
内
に
住
む
友
達
や
家
族
を
誘
っ
て

出
場
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
９
日
A

午
前
９
時
30
分
〜

(

受
付
　
午
前
９
時)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー(

大

谷
６
―
28)

ほ
か

チ
ー
ム
編
成

１
チ
ー
ム
４
人(

交
代

要
員
は
４
人
以
内)

部
門
・
競
技
者
資
格

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

30
歳
以
上
の
男
女
各
１
人
と
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
２
人(

家
族
で
な
く

て
も
よ
い)

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
・
ブ
ロ
ン
ズ
ク
ラ

ス40
歳
未
満
の
女
性
４
人

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
・
シ
ル
バ
ー
ク
ラ

ス40
歳
以
上
の
女
性
４
人

▽
ミ
ッ
ク
ス
の
部
・
ブ
ロ
ン
ズ
ク
ラ
ス

40
歳
未
満
の
男
女
各
２
人

▽
ミ
ッ
ク
ス
の
部
・
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス

40
歳
以
上
の
男
女
各
２
人

※

申
込
チ
ー
ム
が
少
な
い
部
門
は
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

２
月
25
日
C(

必
着)

ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
チ
ー

ム
名
、
部
門(

ク
ラ
ス)

を
書
い

て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
「
市
民
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
係(

〒
816

―
０
８
３
１
　
大
谷
６
―
28)

1(

571)

３
２
３
４
　
5(
585)
１
６
３
４

羽
根
つ
き
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
組
み

合
わ
せ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」
の
交
流
会
を
行

い
ま
す
。
家
族
や
友
達
と
、
３
人
１
組

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
、
１
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時

２
月
23
日
A

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

(

受
付
　
午
前
９
時
〜)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場(

大
谷
６
―
28)

※

運
動
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

２
月
18
日
C
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
者
全

員
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４
　
5(

585)

１
６
３
４

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
初
心
者
向

け
女
性
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。

練
習
日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
５
時
〜
７
時

練
習
場
所

春
日
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド(

春
日
８
―
１
０
０
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス
　
杉
山

す
ぎ
や
ま

1(

595)

５
１
９
７(

5
兼
用
）

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集 ス

ポ
ー
ツ�

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

お
知
ら
せ

7

ソ
フ
ァ
ー
な
ど
で
ゆ
っ
た
り
く
つ

ろ
い
だ
後
、
急
に
立
ち
上
が
る
と
軽

い
め
ま
い
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は

だ
れ
に
で
も
経
験
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
め
ま
い
は
、
ご
く

身
近
な
症
状
の
一
つ
で
す
。

め
ま
い
は
一
般
に
「
真
性
め
ま
い
」

と
「
仮
性
め
ま
い
」
と
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
真
性
め
ま
い
は
「
目
の
前
の

景
色
が
グ
ル
グ
ル
回
る
」、「
自
分
が

回
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
な
ど
の
回
転

運
動
感
覚
が
あ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

そ
し
て
多
く
は
吐
き
気
、
お
う
吐
、

頭
痛
な
ど
の
症
状
を
伴
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
仮
性
の
め
ま
い
は

「
体
が
な
ん
と
な
く
安
定
し
な
い
」

「
ク
ラ
ク
ラ
す
る
感
じ
」
な
ど
身
体

そ
の
も
の
の
不
安
定
な
感
覚
が
あ
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

め
ま
い
が
頻
繁
に
お
き
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
専
門
の
病
院
で
検
査
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
耳
や
眼
、
脳

の
病
気
が
原
因
で
起
こ
る
真
性
め
ま

い
の
疑
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
い
く
ら
検
査
を
し
て
も
体
の
ど

こ
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
原
因

が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

は
っ
き
り
と
し
た
原
因
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
は
、
自
律
神
経
失
調
に

よ
る
仮
性
め
ま
い
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
更
年
期
の
女
性
に
は
こ
の
よ
う

な
仮
性
め
ま
い
が
目
立
っ
て
多
い
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
自
律
神
経
が
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
動
向
と
関
係
が
あ
り
、

自
律
神
経
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る

た
め
で
す
。

こ
の
自
律
神
経
失
調
症
状
と
し
て

の
め
ま
い
は
、
気
圧
の
変
動
や
温
度

差
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
心
身

の
疲
れ
や
睡
眠
不
足
に
精
神
的
ス
ト

レ
ス
が
重
な
っ
た
と
き
に
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

治
療
法
と
し
て
は
、
睡
眠
を
十
分

に
と
る
こ
と
、
そ
し
て
日
々
の
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う
、

無
理
を
し
な
い
こ
と
で
す
。
同
時
に

薬
物
療
法
も
回
復
を
促
進
す
る
の
に

効
果
が
あ
る
た
め
、
医
師
に
相
談
す

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

暮
ら
し
の
中
で
心
身
の
バ
ラ
ン
ス

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、

ひ
ど
く
な
ら
な
い
う
ち
に
治
す
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

富田
と み た

義之
よしゆき

さん
(筑紫野病院医師)

3

め
ま
い

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
員
募
集

楽
し
み
ま
せ
ん
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会



ト
ワ
ー
ク
春
日

1(

572)

８
７
４
０(

5
兼
用)

kn
et-ksg

@
csf.n

e.jp

い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
精
神
保
健
福
祉
家
族
講
演
会

日
時

２
月
25
日
C

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

演
題

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
に

つ
い
て
〜
就
労
支
援
を
中
心

に
〜

講
師

倉
知

く

ら

ち

延
章

の
ぶ
あ
き

さ
ん(

精
神
障
害

者
地
域
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ぞ

え
風
と
虹
セ
ン
タ
ー
長)

○
思
春
期
講
演
会

日
時

２
月
27
日
E

午
後
２
時
〜

４
時

演
題

ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
そ
の

対
応
の
仕
方
に
つ
い
て

講
師

▽
富
田

と

み

た

伸
お
さ
む

さ
ん(

医
師)

▽
佐
保

さ

ほ

大
和

や

ま

と

さ
ん(

フ
レ
ン
ズ
代
表)

場
所

筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

(

大
野
城
市
白
木
原
３
―
５
―

25)

定
員

各
80
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
障
害
者
福
祉
係

1(

513)

５
５
８
５
　
5(

592)

８
４
４
４

○
チ
ャ
ン
ツ
で
遊
ぼ
う

幼
児
の
無
料
英
語
教
室

内
容

保
護
者
と
一
緒
に
歌
や
絵
本
、

ゲ
ー
ム
で
遊
び
な
が
ら
、
自

然
な
英
語
の
発
音
や
リ
ズ
ム

を
身
に
付
け
る

講
師

山
崎

や
ま
さ
き

三
代
子

み

よ

こ

さ
ん(

人
文
学

部
非
常
勤
講
師)

日
時

３
月
10
日
B

午
後
２
時
30

分
〜
３
時
30
分

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

申
込
期
限

２
月
24
日
B

○
中
学
生
の
た
め
の
英
会
話
教
室

内
容

新
中
学
１
・
２
年
生
を
対
象

に
標
準
英
語
の
発
音
・
リ
ズ

ム
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

身
に
付
け
、
実
践
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
力
を

養
う

講
師

ア
ラ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ

ん(

人
文
学
部
講
師)

期
間

３
月
24
日
B
〜
26
日
D(

３

日
間)

時
間

午
後
４
時
30
分
〜
５
時
30
分

受
講
料

１，

０
０
０
円

定
員

20
人(

申
込
先
着
順
）

申
込
期
限

３
月
10
日
B

会
場

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー(

福
岡
市
南
区
日
佐
３

―
42
―
１)

申
込
方
法

各
申
込
期
限
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
女
学
院

大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1(

575)

２
９
９
３(

5
兼
用)

お
知
ら
せ
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2003.  2.  1 市報かすが

音
楽
を
聞
き
な
が
ら
気
楽
に
体
を
動

か
し
た
あ
と
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
運

動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

毎
週
金
曜
日(

３
月
７
日

以
降)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

体
育
館(

大
谷
６
―
28
）

会
費

月
額
２，

０
０
０
円

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

足
立

あ

だ

ち

1(

502)

０
５
０
３(

5
兼
用)

社
交
ダ
ン
ス
で
交
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
申
込
は
不
要
で
す
。
当
日
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
23
日
A

午
後
５
時
30
分
〜
９
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室(

大
谷
６
―
24)

参
加
費

１，

２
０
０
円(

保
険
料
を

含
む)

持
っ
て
く
る
物

ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

※

演
技
発
表
を
希
望
す
る
人
は
、
２

月
19
日
D
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

合
原

ご
う
は
ら

1(

592)

６
６
０
９(

5
兼
用)

人
形
劇
団
「
の
の
は
な
」
の
心
温
ま

る
劇
を
親
子
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
19
日
D

午
前
11
時
〜
正
午

会
場

ぽ
れ
ぽ
れ
館(

春
日
１
―
38)

定
員

親
子
50
組(

申
込
先
着
順)

参
加
費

１
組
５
０
０
円

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
ネ
ッ

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

講
演
会

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
人
形
劇

「
お
お
き
く
な
あ
れ
」
ほ
か

今
井

い
ま
い

麻
梨
香

ま

り

か

ち
ゃ
ん
（
弥
生
）

平
成
13
年
２
月
20
日
生

花
田

は
な
だ

有
人

あ
る
と

ち
ゃ
ん（
下
白
水
南
）

平
成
13
年
２
月
６
日
生

伊
藤

い
と
う

暖
大

は
る
と

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
14
年
２
月
11
日
生

佐
々
本

さ

さ

も

と

流
衣

る

い

ち
ゃ
ん（
大
谷
）

平
成
14
年
２
月
10
日
生

山
本

や
ま
も
と

梨
央

り

お

ち
ゃ
ん（
下
白
水
南
）

平
成
14
年
２
月
７
日
生

楽
ら
く
ビ
ク
ス
会
員
募
集

講
　
演�

イ
ベ
ン
ト�

春
レ
ク
の
夕
べ

社
交
ダ
ン
ス
交
流
会

幼
児
と
中
学
生
の
た
め
の
英
語
講
座

福
岡
女
学
院
大
学
公
開
講
座

講
　
座�



お
知
ら
せ
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店
舗
や
病
院
な
ど
一
定
以
上
の
人
員

を
収
容
す
る
施
設
は
、
防
火
・
防
災
の

責
任
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
防
火
管
理
者
を
養
成
す
る
た
め

の
講
習
会
で
す
。
成
人
で
あ
れ
ば
だ
れ

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

日
時

３
月
15
日
G
・
16
日
A(
２
日

間)午
前
９
時
20
分
〜
午
後
５
時

会
場

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

(

春
日
２
―
２
―
１
春
日
・
大

野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部
内)

定
員

60
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

６，

０
０
０
円(

テ
キ
ス
ト

代
を
含
む)

※

支
払
い
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

１
月
31
日
F
以
降(

平
日

の
み)

に
消
防
本
部
に
あ
る
受

講
申
込
書
を
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
本
部

1(

584)

１
１
９
５
　
5(

584)

１
２
０
０

初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
、

仕
訳
・
記
帳
か
ら
決
算
処
理
ま
で
の
内

容
と
、
検
定
試
験
の
出
題
傾
向
や
ポ
イ

ン
ト
を
指
導
し
ま
す
。

期
間

３
月
10
日
B
〜
６
月
５
日
E
の

毎
週
月
・
木
曜
日
と
３
月
15
日
、

４
月
19
日
、
５
月
10
日
の
各
土

曜
日(

計
28
回)

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ(

大
野
城

市
曙

あ
け
ぼ
の
町
２
―
３
―
１)

定
員

60
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

１
万
５，

０
０
０
円(

テ
キ

ス
ト
代
を
含
む)

※

受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

２
月
３
日
B
〜
28
日
F
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

1(

581)

３
５
５
７
　
5(

581)

３
５
５
８

「
も
う
す
ぐ
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
け

れ
ど
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
」と
い
う
人
を
対
象
に
、

出
産
や
育
児
に
つ
い
て
考
え
る
教
室
で

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
１
日
G

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
日
が
お
お
む
ね
３
月
か
ら
６

月
の
妊
婦
と
そ
の
夫

定
員

20
組(

申
込
先
着
順)

内
容

▽
講
義
　
夫
婦
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

〜
呼
吸
法
と
補
助
動
作
〜

講
師
　
堀ほ

り

尚
子

な

お

こ

さ
ん(

助
産
師)

▽
育
児
実
技
　
も
く
浴
実
習
ほ
か

申
込
方
法

２
月
27
日
E
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

２
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
気
管
支
ぜ

ん
そ
く
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
水
泳

教
室
で
す
。

期
間

４
月
〜
平
成
16
年
３
月

場
所

国
立
療
養
所
南
福
岡
病
院
訓
練

棟
室
内
プ
ー
ル(

福
岡
市
南
区

屋
形
原

や
か
た
ば
る

４
―
39
―
１)

開
催
日

▽
Ａ
コ
ー
ス
　
毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▽
Ｂ
コ
ー
ス
　
毎
週
火
曜
日
か
木
曜
日
　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
Ｃ
コ
ー
ス
　
毎
週
火
曜
日
か
木
曜
日

午
後
３
時
〜
５
時

※

毎
回
、
医
師
の
診
察
と
肺
機
能
測

定
が
あ
り
ま
す
。

対
象
・
募
集
人
員

▽
Ａ
コ
ー
ス
　
小
学
生
　
50
人

▽
Ｂ
コ
ー
ス
　
２
・
３
歳
児
　
各
曜
日

12
人

▽
Ｃ
コ
ー
ス
　
４
・
５
歳
児
　
各
曜
日

15
人

※
　
医
師
の
予
診
で
決
定
し
ま
す
。

会
費

４
万
８，

０
０
０
円(

年
間)

申
込
方
法

２
月
28
日
F
ま
で
に
、
封

書
に
子
ど
も
の
名
前
と
生
年
月

日
を
書
い
た
メ
モ
と
１
４
０
円

切
手
を
同
封
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

風か
ぜ

の
子こ

会
事

務
局(

〒
811
―
１
３
９
４
福
岡

市
南
区
屋
形
原
４
―
39
―
１
国

立
療
養
所
南
福
岡
病
院
プ
ー
ル

内)

1(

565)

５
５
３
４(

午
後
の
み)

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
２
月
７
日
F
・
「
介
護
保
険
に
つ
い

て
」
・
丸
田

ま

る

た

清
美

き

よ

み

さ
ん(

看
護
師
長)

▽
２
月
14
日
F
・
「
嚥
下

え

ん

げ

障
害
」
・
安あ

部べ

博
史

ひ

ろ

し

さ
ん(

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
部
長)

▽
２
月
21
日
F
・
「
胸
痛
に
つ
い
て
」

下
村

し
も
む
ら

英
紀

ひ

で

き

さ
ん(

循
環
器
科
部
長)

▽
２
月
28
日
F
・
「
カ
ル
シ
ウ
ム
を
し

っ
か
り
摂と

ろ
う
」
・
小
島

こ

じ

ま

陽
子

よ

う

こ

さ
ん

(

管
理
栄
養
士)

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂(

須
玖
北
４
―
５)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)
６
６
２
２
　
5(

502)

３
４
６
０

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

パ
パ
マ
マ
教
室

参
加
者
募
集

健
康
・
保
健�

ぜ
ん
そ
く
児
水
泳
教
室
会
員
募
集

国
立
療
養
所
南
福
岡
病
院

防
火
管
理
者
講
習
会

「
近
所
で
、
掃
き
集
め
た
落
ち
葉

や
枯
れ
枝
を
庭
で
燃
や
し
て
い
る
の

で
、
洗
濯
物
に
に
お
い
や
す
す
が
付

い
た
」、「
隣
の
事
業
所
で
、
段
ボ
ー

ル
や
廃
材
な
ど
を
定
期
的
に
焼
却
炉

で
燃
や
す
の
で
目
や
の
ど
が
痛
く
な

っ
た
」、「
近
く
の
田
畑
で
野
焼
き
し

て
い
る
の
で
、窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

こ
ん
な
苦
情
が
市
役
所
に
数
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
野
外
焼
却
は
、
い
ず
れ

も
昔
は
あ
た
り
前
の
風
景
で
し
た
。

し
か
し
、
燃
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
わ

ず
か
で
も
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
が
人
体
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
13

年
４
月
１
日
、
国
は
法
律(

廃
棄
物

処
理
法)

で
野
外
焼
却
は
禁
止
し
ま

し
た
。

「
こ
れ
ぐ
ら
い
は
い
い
だ
ろ
う
」、

「
こ
れ
ま
で
も
や
っ
て
き
た
」
と
安

易
に
野
外
焼
却
を
続
け
る
と
、
周
り

の
住
人
に
迷
惑
が
か
か
る
だ
け
で
な

く
、
健
康
へ
の
不
安
も
も
た
ら
し
か

ね
ま
せ
ん
。

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

決
し
て
燃
や
さ
ず
、
分
別
の
き
ま
り

に
従
っ
て
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(

環
境
対
策
課)

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

〈18〉�〈18〉�〈18〉�

商
業
簿
記
３
級
講
習
会

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

健
康
教
室

屋
外
で
の
ゴ
ミ
焼
却
は
禁
止



お
知
ら
せ

10

2003.  2.  1 市報かすが

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

２
月
19
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、

大
人
用
上
靴

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

市
内
に
居
住
し
、
自
分
で
農
作
業
の

で
き
る
世
帯
を
対
象
に
、
休
耕
田
を
利

用
し
た
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
。

場
所

▽
弥
生
１
―
36

▽
下
白
水
北
１
―
28

▽
昇
町
２
―
94

▽
上
白
水
46
―
１

▽
春
日
２
―
１
２
６

▽
昇
町
２
―
39
・
40

▽
下
白
水
南
５
―
76

▽
惣
利
２
―
41

募
集
世
帯

約
１
８
５
世
帯(

申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選)

利
用
面
積

１
区
画
33
㎡(
約
10
坪)

利
用
料
金

年
間
５，

０
０
０
円(
１

区
画)

利
用
開
始

４
月
10
日
以
降(

予
定)

抽
選
方
法

応
募
者
立
会
い
の
も
と
で

公
開
抽
選
し
、
当
選
者
順
に
希

望
す
る
区
画
を
決
定
す
る

※

応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
ハ
ガ
キ
１

枚
で
す
。
な
お
、
現
在
利
用
し
て
い

る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

３
月
７
日
F(

当
日
消
印

有
効)

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
理
由
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課(

〒
816
―
８
５
０
１
春
日
市

役
所)

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３

地
域
住
民
の
交
通
安
全
や
、
通
学
時

に
お
け
る
児
童
の
安
全
誘
導
な
ど
を
推

進
す
る
交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
す
る
20
〜
70
歳
く

ら
い
の
人

募
集
人
員

３
人(

申
込
多
数
の
場
合

は
選
考)

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
17
年
３

月
31
日(

２
年
間)

応
募
期
限

２
月
28
日
F

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

交
通
安
全
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(
584)
１
１
４
３

○
非
常
勤
代
替
臨
時
給
食
調
理
員

募
集
人
員

若
干
名

対
象

20
〜
50
歳
の
人

採
用
期
間

２
月
中
旬
〜

土
に
親
し
み
ま
せ
ん
か

市
民
農
園
利
用
者
募
集

勤
務
日
数

月
15
日
以
内

勤
務
時
間(

交
替
制
勤
務
）

▽
早
出
　
午
前
５
時
〜
午
後
１
時
45

分
▽
遅
出
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
45

分
申
込
期
限

２
月
10
日
B

○
看
護
師
臨
時
職
員

募
集
人
員

20
人
程
度

応
募
資
格

看
護
師
か
準
看
護
師
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
人(

見

込
み
の
人
を
含
む)

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
16
年

３
月
31
日(

１
年
間)

申
込
期
限

２
月
７
日
F

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
病
院

1(

922)

３
１
３
７
　
5(

924)

４
０
６
０

国
の
機
関
で
あ
る
地
域
公
団
で
は
、

公
的
事
業
用
賃
貸
施
設(

ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン
・
コ
ア
福
岡)

の
入
居
企
業
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

所
在
地

筑
紫
野
市
上
古
賀
３
―
２
―

16(
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
隣

接
地)

研
修
室
賃
貸
料(

月
額)

▽
51
㎡
　
12
万
２，

０
０
０
円

▽
75
㎡
　
17
万
７，

０
０
０
円

▽
94
㎡
　
22
万
１，

０
０
０
円

※

入
居
企
業
は
、
福
岡
県
、
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
、
九
州
大
学
な
ど
と

の
密
接
な
連
携
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
地
域
公
団
九
州
支
部
総
務
課

1(

771)

９
１
８
１
　
5(

771)

０
０
３
８

▽
福
岡
県
新
産
業
・
技
術
振
興
課

1(

632)

４
２
０
２
　
5(

641)

４
６
２
２

２
月
１
日
G
〜
16
日
A
に
、
福
岡
市

南
部
工
場(

下
白
水
１
０
４
―
５)

の
定

期
点
検
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

の
間
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
が

で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
ゴ
ミ
収
集
は
通
常
ど
お
り
行

い
ま
す
。

（
環
境
対
策
課
）

公
的
事
業
用
賃
貸
施
設

入
居
企
業
募
集

子
育
て
教
室

親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

環
　
境�

交
通
安
全
指
導
員
募
集

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、3月3日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

土
屋

つ
ち
や

華
乃

か

の

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
南
）

平
成
14
年
２
月
11
日
生

大
神

お
お
が
み

杏
南

あ
ん
な

ち
ゃ
ん（
ち
く
し
台
）

平
成
13
年
２
月
９
日
生

森
永

も
り
な
が

愛
美

あ

み

ち
ゃ
ん
（
若
葉
台
西
）

平
成
14
年
２
月
７
日
生

西に
し

彩
奈

あ
や
な

ち
ゃ
ん
（
須
玖
北
）

平
成
13
年
２
月
11
日
生

２
月
１
日
〜
16
日

燃
え
る
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
せ
ん

募
　
集�

い
っ
し
ょ
に
働
き
ま
せ
ん
か

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
太
宰
府
病
院



リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
不
用
品
を
展

示
し
て
、
希
望
の
品
を
無
料
で
お
分
け

し
ま
す
。

申
込
用
の
官
製
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
10
日
B
〜
21
日
F(

土
曜

日
を
除
く)

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ(

春
日
公
園
６
―
２)

展
示
品
目

自
転
車
、
家
具(

申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選)

申
込
方
法

持
参
し
た
官
製
ハ
ガ
キ

(

一
人
１
枚)

に
希
望
品
目
を
書

い
て
提
出
す
る

※

結
果
は
、
２
月
24
日
B
の
公
開
抽

選
後
に
こ
の
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
大
野
城
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

1(

596)

７
０
６
６(

5
兼
用)
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

平
成
14
年
４
月
か
ら
変
わ
っ
た
金

融
機
関
預
金
保
険
制
度(

ペ
イ
オ
フ)

で
、
当
座
・
普
通
・
別
段
預
金
の
全

額
保
護
は
、
平
成
15
年
３
月
末
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
14
年
12
月
の
国
会
で
、
そ
の
期
限

が
平
成
17
年
３
月
末
ま
で
に
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
定
期
預
金
・
積
金
な
ど

は
従
来
ど
お
り
、
元
本
１，

０
０
０

万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
な
ど
が
保
護

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
17
年
４
月
以
降
は
、

利
息
が
つ
か
な
い
な
ど
の
条
件
を
満
た

す
預
金(
決
済
用
預
金)

の
み
が
全
額
保

護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

預
金
保
険
制
度
や
農
漁
協
系
統
保
険

制
度
も
同
様
の
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
各
金
融
機
関
窓
口

▽
福
岡
財
務
支
局

1(

411)

７
２
８
１

▽
預
金
保
険
機
構

1
０
３(

3212)

６
０
２
９

当
座
・
普
通
・
別
段

べ
つ
だ
ん

預
金
の
全
額
保
護

平
成
17
年
３
月
末
ま
で
に
延
長

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

不
用
品
展
示
会

母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
の
た
め
の

夜
間
無
料
法
律
相
談

相
　
談�

みてみてきいて�

昭和30年代のお正月とい
えば、質素で静かなもので
した。暮れに父と兄たちが
もちをついて、私たちはも
ちを丸めるのを手伝い、と
てもうれしかったものです。
子どもが多いので、おせ

ち料理は母が大きな鍋で、
徹夜で作っていたことを思
い出します。
貧乏だったけれど、お正

月の朝は新しい服を着せて
もらっていました。父と兄
2人が着物を着て座ると母、
姉、私と妹は背筋をピンと
伸ばして新しい年を迎えた
ものです。
あのころの父と母は大変

だったろうなあと今、思い
ます。

父と2人で公園を散歩し
た。父が買ってくれたアイ
スクリームをイスに腰掛け
て食べていると、トンボが
1匹私のピンクのポシェッ
トの上に止まった。ポシェ
ットが気に入ったのか、し
ばらく止まっていたが、や
がていなくなった。｢どうし
たのかな｣と思っていたら、
さっきのトンボがペアにな
って戻ってきた。
私はトンボがうらやまし

かった。
｢トンボさん、元気でね｣

と叫んだ。

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

お正月

女
性
問
題
相
談
室

小雪ペンネーム

トンボ
さくら草ペンネーム

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

毎
月
２
回
、
夜
間
に
、
母
子
、
寡
婦
、

父
子
家
庭
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
日

▽
２
月
12
日
D
・
26
日
D

▽
３
月
12
日
D
・
26
日
D

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

社
会
福
祉
法
人
福
岡
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
事
務
所
内(

原

町
３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
６
階)

定
員

４
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

相
談
日
前
日
ま
で(

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時)

に
、

電
話
で
予
約
す
る

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会

1(

584)

３
９
２
２

女
性
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
女
性
の

た
め
の
相
談
室
で
す
。
一
緒
に
問
題
解

決
の
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
無
料
で
、託
児
も
あ
り
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

▽
Ｄ
Ｖ
▽
セ
ク
ハ
ラ
▽
ス

ト
ー
カ
ー
▽
夫
婦
間
、
家
庭
内

の
問
題
▽
差
別
▽
い
じ
め
な
ど

日
時

２
月
23
日
A

(

受
付
　
午
前
10
時
〜
午
後
３

時)

場
所

太
宰
府
市
立
働
く
婦
人
の
家

「
女
性
セ
ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
」

（
太
宰
府
市
白
川

し
ろ
か
わ

２
―
２
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局
総
務
課

1(

922)

２
８
８
１
　
5(

922)

３
３
４
２
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タ
ン
ト
関
係
▽
物
品
、
役
務
関

係

資
格
有
効
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
16

年
３
月
31
日

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
那
珂
川

水
道
企
業
団
総
務
課(

原
町
２

―
30
―
２)

1(

571)

７
０
０
１
　
5(

574)

４
９
６
０

福
岡
労
働
局
、
福
岡
地
区
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
県
お
よ
び
^
県
障
害
者
雇
用

促
進
協
会
は
、
障
害
者
が
直
接
、
会
社

の
人
事
担
当
者
と
面
談
で
き
る
求
職
面

談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
20
日
E

午
後
１
時
〜
４
時

(

受
付
　
午
後
０
時
30
分
〜
３

時)

会
場

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル(

福

岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
―

55
）

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南

1(

513)
８
６
０
９
　
5(

502)

２
１
９
２

市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
春
、
市
立

の
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
、
入
学
通
知
書
を
発

送
し
ま
し
た
。

入
学
通
知
書
が
２
月
４
日
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ

る
場
合
は
、す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
通
知
書
に
記
載
し
て
い

る
小
学
校
の
入
学
説
明
会
に
は
、
必
ず

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
校
教

育
担
当

5(

584)

１
１
５
３

住
宅
金
融
公
庫
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
返

済
困
難
者
対
策
を
拡
充
し
ま
し
た
。

不
況
に
よ
る
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
で
失

業
し
た
り
収
入
が
減
少
し
た
り
し
て
、

公
庫
融
資
の
返
済
が
苦
し
く
な
っ
た
場

合
は
、
返
済
期
間
を
最
長
15
年
間
延
長

で
き
る
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支
店

1(

722)

５
０
１
１
　
5(

715)

１
８
０
２

【h
ttp
://w
w
w
.jyu
ko
u
.g
o
.jp

】

失
業
で
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
世
帯
に
、
再
就
職
ま
で
の

間
、
生
活
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
限
度
額

月
額
20
万
円(

単
身
世

帯
は
10
万
円)

貸
付
期
間

12
か
月
以
内

貸
付
利
率

年
３
％

※

対
象
者
の
条
件
や
連
帯
保
証
人
、

償
還
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
市
社
会
福
祉
協
議
会

1(

581)

７
２
２
５
5(
581)
７
２
５
８

▽
県
社
協
生
活
福
祉
資
金
課

1(

584)

３
３
７
７
5(

584)

３
３
６
９

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職
希
望

者
や
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
就
職
説
明
会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

２
月
７
日
F

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

受
付
時
間

▽
求
職
希
望
者
　
午
前
10
時
〜

▽
関
心
の
あ
る
人
　
午
後
１
時
〜

※
　
い
ず
れ
も
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ

棟
大
ホ
ー
ル
ほ
か(

原
町
３
―

１
―
７
）

内
容

▽
施
設
の
人
事
担
当
者
と
の
直
接
面
談

▽
福
祉
関
係
資
格
取
得
相
談

▽
求
職
登
録
・
求
職
相
談

▽
全
国
福
祉
求
人
情
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
課

1(

584)

３
３
１
０
　
5(

584)

３
３
１
９

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
が
平
成
15

年
度
中
に
行
う
競
争
入
札
に
参
加
す
る

た
め
に
は
、
参
加
資
格
審
査
を
受
け
て

登
録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
登
録
し
て
い
な
い
業
者
や
申

請
業
種
の
追
加
、
変
更
を
希
望
す
る
業

者
は
、期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
配
布
開
始

２
月
３
日
B

受
付
期
間

２
月
12
日
D
〜
２
月
21
日

F(

平
日
の
み)

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
４
時

申
請
業
種

▽
工
事
関
係
▽
コ
ン
サ
ル

離
職
者
支
援
資
金
の
貸
付

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

小
・
中
学
校
入
学
通
知
書

届
か
な
い
場
合
は
連
絡
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
返
済

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
追
加
受
付

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

先方への電話は２月１日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●マタニティワンピースu

黒色u９号u５千円●車型
歩行器uディズニーu２千
円●食器棚uこげ茶色u３
千円●米びつu２千円u古

ふる

川
かわ

1(592)2586
●紙おむつu花王メリーズ
uＬサイズu２パック(99
枚 ) u 千 ５ 百 円 u 上 田

う え だ

1(595)3167
●ベビージムuディズニー
●ベビークーファン●歩行
器uいずれも５百円●布お
む つ u 無 料 で u 今 村

い ま む ら

1(573)3798

【ゆずってください】
●デスクトップ型パソコン
u本体のみ可u安価でu真

ま

栄城
え し ろ

☆090(3601)0543
●須玖幼稚園ブラウスu女
児用u110㎝～120㎝u無
料でu大庭

お お ば

1(502)3782
●春日第一幼稚園制服など
u男女児共u110㎝～130
㎝u無料でu森

もり

1 (571)
5422(5兼用)

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

そ
の
他�

福
祉
の
職
場
説
明
会
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国
際
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
５
人

以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
活

動
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
４
月

か
ら
６
月
ま
で
に
事
業
を
予
定
し
て
い

て
、
補
助
を
希
望
す
る
団
体
は
、
２
月

中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
６
月
以
降
に
行
う
事
業

に
つ
い
て
も
、
随
時
、
相
談
や
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額

国
際
交
流
活
動
の
経
費
に

応
じ
て
、
そ
の
１
─
３

か
ら
１
─
２

を
補
助(

上
限
30
万
円)

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

国民年金保険料を口座振替にすると、毎翌月末に

預金口座から自動的に引き落とすことができます。

希望する人は、国民年金保険料口座振替納付申出

書、預金通帳、銀行への届け出印、年金手帳を持参

し、社会保険事務所か金融機関で手続きしてくださ

い。 (国保年金課年金担当)

「
し
ろ
う
ず
」
を
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー

プ
ロ
で
変
換
す
る
と
、
な
か
な
か
「
白

水
」
と
出
ず
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。「
白
水
」
を
「
し
ろ
う
ず
」

と
読
む
の
は
大
変
難
し
く
、「
は
く
す

い
」
と
か
「
し
ら
み
ず
」
と
読
む
の
が

普
通
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
の
村
に
相
当
す
る
大
字
以

上
の
地
名
で
「
し
ろ
う
ず
」
は
、
全
国

で
春
日
市
と
福
島
県
猪
苗
代

い
な
わ
し
ろ

町
だ
け
で

す
。

猪
苗
代
町
の
「
し
ろ
う
ず
」
は
「
白

津
」
と
書
き
、「
し
ろ
つ
」
が
「
し
ろ

う
ず
」
に
変
化
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
白
水
を
「
し
ろ
う
ず
」
と

発
音
す
る
の
は
、
わ
ず
か
に
山
口
市
の

北
方
に
白
水
山
、
白
水
川
が
あ
る
の
み

で
す
。

春
日
市
の
「
白
水
」
の
起
源
は
古
く
、

平
安
時
代
後
期
に
は
す
で
に
あ
っ
た
地

名
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
残
念
な
こ

と
に
、
建
久

け
ん
き
ゅ
う

３(

１
１
９
２)

年
の
石い

わ

清し

水
文
書

み
ず
も
ん
じ
ょ

に
記
載
さ
れ
て
は
い
る
の
で
す

が
、
文
書
で
は
ど
の
よ
う
に
発
音
し
て

い
た
か
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
こ
の
地
が
「
白
水
」
と
呼
ば
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
白
水
と
書
く
地
名
の

意
味
に
は
２
種
類
あ
っ
て
、
湧
き
出
る

泉
を
い
う
の
と
、
激
流
で
川
が
白
く
濁

る
こ
と
を
形
容
し
て
い
る
場
合
で
す
。

地
名
と
し
て
「
し
ら
み
ず
」
と
呼
ば
れ

る
の
は
い
う
の
は
、
後
者
が
多
い
よ
う

で
、
春
日
の
「
白
水
」
は
、
前
者
の
こ

と
で
す
。

下
白
水
に
は
「
走は

し

り
井い

」
と
い
う
有

名
な
湧
き
水
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
記

録
に
も
繰
り
返
し
登
場
し
ま
す
。
こ
れ

が
白
水
の
名
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

走
り
井
と
は
、
ほ
と
ば
し
り
出
る
泉
の

意
味
で
し
ょ
う
。
上
白
水
に
も
「
生
水

し
ょ
う
ず

」

と
い
う
泉
が
あ
り
ま
し
た
。「
し
ょ
う

ず
」
は
「
生
水
」
と
も
「
清
水
」
と
も

書
か
れ
、
湧
き
水
を
指
し
、
日
本
各
地

の
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

春
日
の
白
水
は
湧
き
水
に
恵
ま
れ
た

地
で
あ
り
、
そ
れ
を
名
に
し
た
地
名
が

古
く
よ
り
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
走
り

井
が
あ
っ
た
下
白
水
の
村
の
中
心
部
を

「
古
水

こ

す

い

」
と
い
い
ま
す
。
古
代
に
政
府

が
管
理
す
る
重
要
な
水
源
、
灌
漑

か
ん
が
い

用
水

を
「
公
水

こ
う
す
い

」
と
い
い
ま
し
た
。
公
水
が

こ
す
い
と
変
化
し
て
、
地
名
と
し
て
残

っ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
白
水
の
湧
き
水
は
古
く
よ
り

管
理
さ
れ
、
農
業
に
利
用
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水
田
耕
作
の
要
は
、水
の
確
保
で
す
。

現
在
で
は
水
路
を
作
る
こ
と
は
、
技
術

的
に
簡
単
で
、
水
田
は
毎
年
作
れ
る
も

の
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
中
世

以
前
に
は
水
量
の
多
い
大
河
川
か
ら
の

取
水
や
規
模
の
大
き
い
た
め
池
の
建
設

は
、
土
木
技
術
が
伴
わ
ず
、
水
の
確
保

は
困
難
を
極
め
、
安
定
的
な
水
田
耕
作

は
難
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

湧
き
水
は
非
常
に
利
用
が
簡
単
で
し
た
。

白
水
は
湧
き
水
に
恵
ま
れ
、
重
要
な
地

域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
地
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
石
清

水
八
幡
宮
領
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後

の
こ
の
荘
園
が
ど
う
な
っ
た
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
地
を
所
領

と
し
た
武
士
が
、
こ
こ
を
名
字
地

み
ょ
う
じ
の
ち

と
し

て
白
水
氏
を
名
乗
り
、
在
地
領
主
と
し

て
、
こ
の
周
囲
に
発
展
し
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
春
日
市
に
多
い
、
白

水
さ
ん
の
先
祖
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

289

白
水
「
し
ろ
う
ず
」
の
由
来

国民年金保険料
お支払いは、口座振替が便利です

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

山
川

や

ま

か

わ

健
治

け

ん

じ

先
生
追
悼
剣
道
大
会

春
日

か

す

が

光
龍

こ
う
り
ゅ
う

会

長
年
、
筑
紫
地
区
内
の
剣
道
の
発
展

と
武
道
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
育
成

に
貢
献
し
て
き
た
故
山
川
健
治
さ
ん
を

追
悼
す
る
剣
道
大
会
が
、
12
月
２
日
、

春
日
北
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
同
校
で
練
習
を
積
ん
で
い

る
春
日
光
龍
会
が
、
前
会
長
で
も
あ
っ

た
同
氏
を
偲
ん
で
開
催
し
た
も
の
で
、

県
剣
道
連
盟
会
長
の
古
賀

こ

が

淳
あ
つ
し

さ
ん
は
じ

め
、
同
会
の
指
導
者
や
小
中
学
生
な
ど

約
50
人
が
遺
族
と
と
も
に
参
加
。

日
本
剣
道
形
、
居
合
道
、
杖
道
な
ど
、

日
本
古
来
の
厳
粛
な
演
武
に
始
ま
っ
て

小
中
学
生
の
対
戦
や
親
子
試
合
な
ど
も

行
わ
れ
、
故
人
の
遺
志
を
継
ぐ
な
ご
や

か
な
交
流
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
山
脇

や
ま
わ
き

友
子

と

も

こ

）
△親子試合で奮闘する保護者
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2
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

1

「
子
ど
も
が
小
さ
い
か

ら
、
好
き
な
こ
と
が
で
き

な
い
」
な
ん
て
、
あ
き
ら

め
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん

な
と
き
は
、
児
童
セ
ン
タ

ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み
隊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験(

須

玖
、
光
町)

高
齢
者
擬
似
体
験
や
車

イ
ス
体
験
が
で
き
ま
す
。

将
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
人
に

お
薦
め
で
す
。

託
児(

10
人
・
無
料)

も
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

1(

581)

７
２
２
５

マ
マ
の
″ほ
っ
″
と
タ
イ
ム

▽
パ
パ
に
贈
ろ
う
！
手
作

り
子
ネ
コ(

須
玖)

▽
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り(

光
町)

▽
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス(

毛
勝)

問
い
合
わ
せ
先

各
児
童

セ
ン
タ
ー

2003.  2.  1 市報かすが



切 り 取 り 線

曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道

15

前
に
も
書
い
た
が
、
子
育
て
中
の
親

に
悩
み
は
尽
き
な
い
。
と
り
わ
け
働
く

親
に
と
っ
て
子
ど
も
の
急
病
は
パ
ニ
ッ

ク
の
事
態
だ
。
そ
ん
な
窮
地
に
立
た
さ

れ
た
親
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
「
病
児

保
育
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
名

も
「
病
児
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
す

が
」。
万
一
の
病
状
の
変
化
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
小
児
科
医
院
と
隣
り
合

わ
せ
だ
▼
さ
っ
そ
く
オ
ー
プ
ン
翌
日
に

セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
み
た
。
西
鉄
春
日

原
駅
に
程
近
い
病
院
の
敷
地
内
に
そ
の

セ
ン
タ
ー
は
あ
る
。
１
階
が
駐
車
場
の

真
新
し
い
高
床
式
建
物
で
、
異
な
る
病

気
や
異
年
齢
の
子
ど
も
の
同
時
受
け
入

れ
が
可
能
な
よ
う
に
保
育
室
は
三
つ
。

「
お
子
さ
ん
が
心
細
い
思
い
を
し
な
い

よ
う
家
庭
的
な
雰
囲
気
作
り
に
努
め
て

い
ま
す
」
と
い
う
保
育
士
さ
ん
の
思
い

や
り
が
う
れ
し
い
。
ベ
ッ
ド
に
は
、
さ

っ
そ
く
昨
日
か
ら
来
て
い
る
初
の
利
用

者
が
す
や
す
や
と
眠
っ
て
い
た
▼
振
り

返
る
と
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
目

覚
し
い
。
あ
の
こ
ろ
は
、
ど
ち
ら
が
休

ん
で
面
倒
見
る
か
で
、
よ
く
夫
婦
喧
嘩

げ

ん

か

し
た
も
の
だ
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
な
ら
親

も
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
と
思
い
な

が
ら
帰
っ
て
き
た
。
子
育
て
中
の
皆
さ

ん
、
が
ん
ば
っ
て
！
　
　
　
　
　
（
後
）

子
育
て
支
援
の
新
メ
ニ
ュ
ー

問１　①ドクターヘリ
問２　②コレステロールが気になる人
問３　①１月13日
問４　③テクノ・ストレス症候群
問５　②男女共同フォーラム2002
（応募総数　54通）

今号は、クイズではなく市報に関するアンケートです。率直な意
見をお聞かせください。

２月１日号で関心のあった記事と必要ないと思った記事を、
下記から３つずつ答えてください。

①目次②表紙③確定申告④病児デイケアセンター⑤学童保育入所説
明会⑥臨時・嘱託職員募集⑦なるほど選挙⑧トピックス⑨人権作文
⑩お知らせ⑪みてみてきいて(お誕生日おめでとう)⑫みてみてきい
て(エッセイ)⑬リサイクル⑭こころの健康⑮見直そうゴミの出し方
⑯春日風土記⑰あそぼ～児童センター⑱曇りのち晴れ⑲なるほど
KASUGA⑳散歩道　まちのニュース　元気をパチリ　12月の人の
動き
関心のあった記事　　　　　必要ないと思った記事

『市報かすが』を
□いつも読んでいる　□たまに読んでいる　□初めて読んだ
『市報かすが』の表紙デザインは
□好き　□どちらかといえば好き　□嫌い(理由: )
『市報かすが』の内容は
□よく理解できる　□だいたい理解できる　□理解できない

(理由: )
『市報かすが』について改善してほしい点や充実させてほし
い記事など、自由にご意見ご要望をお聞かせください。

応募方法　ハガキに、上記欄を貼り付けるか、
直接答えを記入してください。（必ず
すべてに答えてください）表面に①
住所②氏名③電話番号を記入して、
送ってください。

あて先　〒816－8501 春日市役所広報担当
締め切り日　２月20日E（必着）
※ 回答者の中から抽選で、10人に図書券
（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代えさせ

ていただきます。

長
沼

な
が
ぬ
ま

沙
耶

さ

や

さ
ん

(

須
玖
小
学
校
５
年)

１，０００年後
の未来の街を描
きました

切

り

取

り

線

21 22 23

□□□ □□□
第
11
回
弥
生

や

よ

い

の
里
児
童
画
大
賞
展

で
見
事
「
弥
生
の
里
大
賞
」
を
受
賞

し
た
の
が
、
長
沼
沙
耶
さ
ん
で
す
。

受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
長
沼
さ

ん
は
「
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
し
、

両
親
も
友
達
も
す
ご
い
ね
と
ほ
め
て

く
れ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
絵
画
展
の
テ
ー
マ
は
「
大

冒
険
」。
長
沼
さ
ん
は
未
来
の
街
を
冒

険
し
て
い
る
様
子
を
思
い
描
き
な
が

ら
、
作
品
を
描
き
ま
し
た
。
中
央
の

大
き
な
赤
い
鳥
に
乗
っ
て
気
持
ち
よ

く
空
中
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が

長
沼
さ
ん
で
す
。

苦
労
し
た
の
は
、
絵
の
具
を
混
ぜ

て
思
い
通
り
の
色
を
作
り
出
す
こ
と

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
担
任

の
松
藤

ま
つ
ふ
じ

先
生
は
「
赤
や
オ
レ
ン
ジ
な

ど
明
る
い
色
を
使
う
の
が
と
て
も
上

手
で
、
の
み
込
み
も
早
く
、
み
る
み

る
上
達
し
ま
し
た
」
と
感
心
し
て
い

ま
す
。

素
晴
ら
し
い
作
品
を
描
い
た
長
沼

さ
ん
で
す
が
、
絵
画
の
指
導
を
専
門

家
か
ら
受
け
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で

す
。
こ
の
作
品
も
わ
ず
か
８
時
間
の

図
工
の
授
業
で
仕
上
げ
た
と
の
こ
と

で
驚
き
で
す
。

普
段
は
、
鉄
棒
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど

を
し
て
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
で
、

家
族
や
友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た

り
も
す
る
活
発
な
女
の
子
の
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
好
き
な
教
科
は
、
な

ん
と
「
道
徳
」
だ
そ
う
で
す
。
理
由

は
「
自
分
の
思
っ
た
考
え
を
発
表
で

き
る
か
ら
」。
や
は
り
、
自
分
を
表
現

す
る
こ
と
が
得
意
な
よ
う
で
す
。

将
来
の
夢
は
「
パ
ン
屋
さ
ん
」。
こ

れ
か
ら
も
感
性
を
磨
い
て
、
き
っ
と
、

お
い
し
く
て
楽
し
い
パ
ン
を
作
っ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

問1

問2

問3

問4

問5

△長沼さんの受賞作品「大冒険」



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△１月14日　成人式会場
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●市の人口　１０８，１６３人�
　　　　　（前月比＋98人） �

　　女５４，８９２人　男５３，２７１人�
●世帯数　　４１，８２５世帯�

●転入　538人　●出生　107人�

●転出　507人　●死亡　  39人�

　　　　　　　　（12月31日現在）�

春日市、大野城市、那珂川町の合同消防出初式が、１月12日、春日
野中学校の運動場で行われました。参加したのは、春日市消防団員73
人、大野城市消防団員129人、那珂川町消防団員180人、春日・大野
城・那珂川消防本部署員83人です。
ずらりと勢ぞろいした消防署員や団員たちは、各市、町長の前を各

消防団ごとに行進。それに続いて各団所有の消防車を走行させ、今年
の消防活動にかける意気込みを示しました。
また、日ごろの消火訓練の成果を披露する小型ポンプ操法訓練の模

範演技には、昨年の県大会で優勝した春日市消防団西分団が出場。見
事な腕前を披露しました。

１月14日、春日神社で国指定重要無形民俗文化財｢婿
むこ

押
お

し祭り(若水祭)｣が、住吉神社で｢嫁ごの尻たたき｣が行われました。
いずれも、前年に結婚した夫婦を祝福する祭りで、古くから行

われているものです。
春日神社では、４人の新郎と氏子たち約50人が一斉に御池

み い け

に飛
び込み、勇壮に樽せりを行いました。
また、住吉神社では、夫婦が早く地域になじみ、子宝に恵まれ

るようにと、わらで作った｢尻たたき棒｣を持った子どもたち20人
がはしゃぎながら新婦のお尻をたたき、結婚を祝いました。

20歳の門出を祝う成人式が、１月13日、ふれあい文化センターで行
われ、市内の新成人1,455人のうち、約1,000人が参加しました。
今年は初めて、11人の実行委員による企画運営で式典が進められ、新

成人は、市民吹奏楽団による市内６中学校校歌の演奏を懐かしそうに聞
き入ったり、中学校時代の恩師からのエールに感激したりしていました。
また、井上市長によるはなむけの言葉に応えて、新成人を代表して

日原
ひ は ら

洋
よう

一
いち

さんが、｢21世紀を担う若者として、責任や義務を受け止め、
自覚を持ち、さらに成長していけるよう日々努力していきます｣と決意
を述べました。
式典終了後に行われた、ステージイベント｢ビックイベント～ハタチ

に首ったけ｣では、かすがＹＯ
よ

ＳＡ
さ

ＫＯ
こ

Ｉ
い

隊による踊りや、新成人３組
による歌や漫才などで盛り上がりました。

△子どもたちから手痛い祝福を受ける稲永
いねなが

智子
と も こ

さん、
純耶
じゅんや

さん夫妻(住吉神社にて)

△正装に身を包み行進する消防団員

v成人を代表してあいさ
つする日原さん

▽新成人による心のこも
った演奏




